
　妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺
い

跡
せき

から発
はっ

掘
くつ

される出
しゅつ

土
ど

品
ひん

の中
なか

に鉄器があります。これらは、

小
こ

型
がた

の工
こう

具
ぐ

を中
ちゅう

心
しん

に400点
てん

以
い

上
じょう

出
しゅつ

土
ど

しており、一つの遺跡から出土する

点
てん

数
すう

としては国
こく

内
ない

でも有
ゆう

数
すう

です。

　現
げん

在
ざい

のわたし達
たち

のくらしの中
なか

には、鉄
てつ

をはじめ、様
さま

々
ざま

な種
しゅ

類
るい

の金
きん

属
ぞく

を

加
か

工
こう

して作
つく

られた道
どう

具
ぐ

が身
み

の回
まわ

りにたくさんあります。

　金属でできたものはとてもじょうぶで、弥
やよい

生人
じん

たちにとっては、とて

も便
べん

利
り

なものでした。

　しかし、弥
やよい

生時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

にとって、鉄
てつ

は、とても貴
き

重
ちょう

で、簡
かん

単
たん

に手
て

に入
はい

るもの

ではありませんでした。なぜなら、当
とう

時
じ

の日
に

本
ほん

には、鉄の素
そ

材
ざい

を作る技
ぎ

術
じゅつ

がなく、

素材は、輸
ゆ

入
にゅう

品
ひん

であったと考
かんが

えられているからです。ここ、妻木晩田遺跡では、

それらの鉄の素材を加工して、鉄の道具を作っていたあとが見つかっています。

　では、今
こん

回
かい

は、弥生人たちが行
おこな

っていた鉄器作りを体験してみることにしましょう。

　弥生時代と同
おな

じような方
ほう

法
ほう

で、刀
とう

子
す

（ペーパーナイフ）作
づく

りをしてみましょう。

「ペーパーナイフ作り」に挑
ちょう
戦
せん
しよう！

【準
じゅん

備
び

】ふいご、金
かな

床
とこ

、金
かね

ばさみ、ハンマー、釘
くぎ

、と石
いし

、あさひも、皮
かわ

手
て

ぶくろ、防
ぼう

じんメガネ

妻木晩田遺跡では、海
かい

外
がい

からもたらされた鉄器が見つかっています。では、その道具の名
な

前
まえ

はなんと
いうでしょう。
①タピ　②トウス　③チョウナ　④ヤリガンナ　⇒　（　　　　　　　　　）

クイズ

むきばんだ
弥 生 体 験
カ ー ド 鉄

て っ

器
き

作
づ く

り体
た い

験
け ん

～刀
とう
子
す
を作
つく
ろう～1 4

❻もち手の部分は危
あぶ

なくないようにあ
さひもを巻

ま

いて、完
かん

成
せい

です。
❹表

おもて

と裏
うら

とを交
こう

互
ご

に入
い

れかえながら、
熱
あつ

いうちにハンマーでたたいて形
かたち

を
整
ととの

えます。

❺と石を水
みず

でぬらし、ペーパーナイフ
の刃

は

の部分を両
りょう

刃
ば

になるようとぎ出
だ

します。

❸はじめにもち手
て

になる釘の頭
あたま

をつぶ
してから、刃

は

の部
ぶ

分
ぶん

を作っていきま
す。

❶まきに火
ひ

をつけ「ふいご」で風
かぜ

を
送
おく

って、火の勢
いきお

いを強
つよ

くします。
❷まきが炭

すみ

の状
じょう

態
たい

になったら、金ばさ
みで釘を炭の中に入れ、釘が赤

あか

くな
るまで熱

ねっ

します。
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クイズの答え…①（土を掘る道具の一つです）

※�みなさんのつくったペーパーナイフの切
き

れあじはどうでしたか？　今
きょう

日の「鉄器作り」体
たい

験
けん

で発
はっ

見
けん

したこ
とやわかったこと等

など

、感
かん

想
そう

をまとめてみましょう。
　

　

　

　

　妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺
い

跡
せき

からは、ヤリガンナやチョウ

ナ等
など

、様
さま

々
ざま

な形
かたち

をした木
き

をけずるための小
こ

型
がた

の道
どう

具
ぐ

がたくさん出
しゅつ

土
ど

しています。刃
は

のする

どい鉄
てつ

の道具は、かたい木
き

でも加
か

工
こう

しやすく、

細
こま

かい細
さい

工
く

もできます。また、少
しょう

々
しょう

の刃
は

こぼ

れなら、刃をとぎ直
なお

して何
なん

度
ど

も使
つか

うことがで

きます。

豆
まめ

知
ち

識
しき

1 くらしを変
か

えた鉄
てつ

の道
どう

具
ぐ

チョウナヤリガンナ 出土した鉄器

　弥生時代は、石
いし

の道具を使って鉄を加工

しました。炭
すみ

の中
なか

で鉄を赤
あか

くなるまで熱
ねっ

し、

台
だい

にする石の上
うえ

でたたきのばし、折
お

り曲
ま

げ

たり、切
き

ったりして鉄器を作りました。妻

木晩田遺跡の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

の床
ゆか

面
めん

からは、赤く

焼
や

けた炉
ろ

のあとや鉄器作りに使った石
せっ

器
き

、

鉄の素
そ

材
ざい

、鉄
てっ

器
き

片
へん

等
など

が見つかっています。

豆 知 識 2 弥
や よ い

生時
じ

代
だい

の鉄
てっ

器
き

作
づく

り

炉のあと

　妻木晩田遺跡は、小
こ

高
だか

い山
やま

の上にある遺跡です。

そのすそ野
の

には、淀
よど

江
え

平
へい

野
や

が広
ひろ

がっています。弥

生時代には、そこに湖
みずうみ

が広がっており、天
てん

然
ねん

の港
みなと

としての役
やく

割
わり

を果
は

たしていました。この港を見
み

下
お

ろす山
さん

上
じょう

の集
しゅう

落
らく

は、そのムラの本
ほん

拠
きょ

地
ち

でした。ム

ラの首
しゅ

長
ちょう

は、日
に

本
ほん

海
かい

沿
えん

岸
がん

の大
おお

きな村
むら

々
むら

と交
こう

易
えき

を行
おこな

い、鏡
かがみ

や鉄器などの貴
き

重
ちょう

な物
ぶっ

資
し

を手
て

に入
い

れていた

のです。実
じっ

際
さい

に出
しゅつ

土
ど

した鉄器に、朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

で作ら

れた「タピ」（土を掘る道具）や北
きた

九
きゅう

州
しゅう

で作られた

斧
おの

があったことからも、そのことが裏
うら

付
づ

けられます。

鉄
てつ

の来
き

た道
みち

～海
うみ

を通
つう

じた交
こう

易
えき

～豆 知 識 3

首長
しゅ ちょう

家族
か ぞく

家族
か ぞく家族

か ぞく

首長
しゅ ちょう

家族
か ぞく

家族
か ぞく家族

か ぞく

首長
しゅ ちょう

家族
か ぞく

家族
か ぞく家族

か ぞく

鉄器作りの様子

― 28 ―


